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TheDevelopmentofSucklingandEatingSkillsofInfants：
ThroughtheObservationofTheirAppetite，IntakeandFinger－Feeding
Hiroko NAKAZAWA＊
Abstract：Developmentofeatingandsucklingskillsin19healthyJapaneseinfants，
5to12months ofagein a day－Care Center，WaS Observed duringeachmealfor3
COnSeCutivedaystwiceamonth．
Mostinfants suckedmilk withmandibularmovements and actions ofthe muscle
temporalis，butafewbottle－feedinginfantsdidwithoutsuchmovements．After6．5
monthsofage，mOrethan65％ofinfantswerewi11ingtoeatweaningfood．Average
timesrequiredforeatingwereabout5min．at5．Omonths，aboutl0－15min．at5．5to
7．0monthsofage，about20min．at7．5to9．0months ofage，about25min．at9．5
months．AtlO．5months，allinfantscouldbringapartofthemealintotheirmouths，
and77％ofinfantscouldbringmostoralltheweaningfoodsintotheirmouthsat12．O
months．Therewasmuchinter－individualvariationinintakesofmilkbybottleand
Cup，andalsoofweaningfood，andintimesrequiredforeating，butthefuturelarge
－numbersurveyisneededto confirmsuchvariation．
Keywords：infant，development，finger－feeding，foodintake
Ⅰ．はじめに
日本では昭和60年前後から，食物をかまない，
かめない，飲み込めないなど，阻噛機能に問題の
ある幼児に対する社会的関心が高まり，その実態
調査や原因究明が試みられてきた1‾6）。二木は，
阻囁行動は発達現象であり，離乳期の適切な学習
を経て始めて獲得される能力であり，また，阻囁
能力の発達スピードにはかなり個人差があると指
摘し，離乳の進め方は個人個人の阻囁発達レベル
＊〒380－8525　長野市三輪8－49－7　長野県短期大学
＊入物乃O P頑C加mg C〟毎拘．β→好一7　助ち
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に応じて進める重要性を強調している4）。1995年
12月に厚生省より発表された改定「離乳の基
本」7）の前書きでも，乳児の食欲，摂食行動，成
長・発達パターソあるいは地域の食文化，家庭の
食習慣を考慮した，子どもの個性にあわせた離乳
の進め方にするよう述べられている。しかしなが
ら，改定「離乳の基本」7）ではその実践に必要な
個人差を考慮した具体的な離乳食の進め方や，阻
噂磯能以外の発達に関する調理形態についての具
体案が示されていない。著者がこれまで母親8）や
保育所9）で行った離乳食調査でも，栄養を考えた
献立作成はなされても，硬さや大きさといった面
での離乳食の内容や配膳量は施設や母親によって
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まちまちであり，給食担当者および母親の経験に
頼っているのが現状だった。
著者は，これまでに保育所離乳食の物性測定を
行いその調理形態について明らかにした9）。そし
て保育所健常乳児の縦断観察を行い，口唇閉鎖磯
観　音運動機能および下顎運動機能の発達の標準
的な時期と個人差および離乳食の硬さや大きさが
阻噂運動の発達に及ぼす影響について報告した10）。
本研究では，同じ対象者についての縦断観察結
果から，食欲，離乳食摂取量，食事に要する時間
（以下，摂食時間と記す），手づかみで食べる機能
（以下，手づかみ食べと記す）の発達状況と離乳
期間中の晴乳状況および晴乳量を明らかにし，離
乳食の進め方を検討する基礎資料を得ることを目
的とした。
ⅠⅠ．調査方法
継続観察の対象は前報10）と同様であり，詳細に
ついては省略する。東京都内の保育所乳児19名
（男児8名，女児11名）を対象とし，原則として
離乳開始時から満1歳の誕生を迎えるときまで，
約2週間間隔で著者1名で継続観察を行った。全
ての調査は同日に行い，連続した3日間の内の3
回の晴乳および食事場面を観察対象とした。なお
観察と同時に対象乳児の晴乳状況および摂食状況
をビデオで記鏡し評価の確認を行った。
晴乳状況の観察は先行研究11）を参考に表1に示
す項目について行った。対象保育所では，母親の
乳首の形に類似しているという理由でヌーク社製
の乳首を用い，乳児が20分程度で無理なく前期食
表1哺乳および摂食状況の調査項目
1．時乳状況
1－1．下顎運動　　　①全く動かない　②時々上下運動を行う　③常に上下運動を行う
1－2．側頭筋の活動　①全く動かない　②時々活動する　③常に活動する
2．時乳量（ml）
3．食欲　①食欲がある：離乳食を喜んで食べている
（診食欲がない：離乳食を喜んで食べていない
③食欲にむらがある：観察期間中に，離乳食を喜んで食べる日と食べない日が混在
4．総摂取量（液体以外）
4－1．配膳量に対する摂取量
①1／3以下　②1／2以下　③2／3以下　④ほぼ全量　⑤全量
4－2．総摂取量
①5さじ以下　②6～10さじ　③子ども茶碗に半分以上
①子ども茶碗に1杯以上　⑤子ども茶碗に1杯半以上
5．所要時間（分）
6．手で食べる横能
①食事の全部を介助で口に運んで食べさせてもらう
②食事のほとんどを介助で口に運んでもらう。一部，手に持ちやすい食物は自分でロへ運ぶが，わずか
しか口の中に入らない
③食事のほとんどを介助で口に運んでもらうが，一部，手に持ちやすい食物は自分で口へ運びロの中へ
入れることができる
④食事の1／3～半分は自分でロに運ぶが，一部の食物しかロの中へ入れることができない
⑤食事の半分～ほとんどを自分で口に運ぶが，1／3～半分は介助でロの中へ入れてもらう
⑥食事の姪とんどを自分で口に運ぶが，一部は介助で口の中へ入れてもらう
⑦食事の全部を自分で口に運び，口の中へ入れることができる
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で200ml，中期食で150mlを飲めるように乳首の
サイズを調節していた。なお，調査期間中の家庭
での授乳方法（母乳・混合乳・人工乳）について
は，母親にアソケート調査を行った。
離乳食摂取時の食欲は，予備調査を参考に離乳
食を喜んで食べているかどうかに着目し表1に．示
すカテゴリーで分類した。対象保育園では，離乳
食開始から中期食までは午前・午後の離乳食を与
えた直後に授乳を行っていたので，哺乳量は授乳
の前後に瓶ごと重量測定を行いその差として算出
した。3日間の平均量をその時期の代表値とした。
また，後期食以降は食事中にコップでミルクを摂
取していたので，後期食以降についてはコップに
よるミルクの摂取量を，摂取前後にコップごと重
量測定を行いその差として算出し，3日間の平均
量をその時期の代表値とした。
離乳食の摂取量については午前・午後の食事の
前後に食器ごと重量鄭定を行いその差として算出
し，3日間の平均をその時期の代表値とした。な
お，こぼれた食事量についてもできる限り重量測
定を行い，算出した摂取量から差し引くことによ
って，こぼれた畳による誤差が与える影響を少な
くした。中期食までは午前食も午後食も質量とも
に同様の内容であったので午前食，午後食の区別
を行わず測定を行ったが，後期食以降の午後食は
おやつ，飲み物および果物からなり，午前食と午
後食の間に質量ともに差が認められたので，後期
食以降では摂取量を午前食と午後食別々に測定し
摂取量を算出した。液体以外の配膳量に対する摂
取量と総摂取量については，先行研究4）を参考に
し蓑1に示すカテゴリーで分類した。
摂食時間は中期食までは午前食と午後食の区別
なく3日間の食事の平均をその時期の代表値とし，
後期食では午前食と午後食（おやつ）に分けて各
3日間の平均をそれぞれの代表値とした。調査対
象保育園の食事の終了は，配膳量を食べ終わった
時（後期食では一部おかわりを与えることもあっ
93
たが，その場合はおかわりも食べ終わった時とし
た），または介助で口に入れても食べなくなった
時であり，無理強いして食べさせることはなかっ
た。
手で食べる機能の発達については，自分で食物
を口へ運んでいる頻度と自分で口の中へ摂取でき
ている食物の量に着目し，表1に示すカテゴリー
で記鋸した。
ⅠⅠⅠ．結果および考察
本調査対象は，継続調査期間中の順調な身長や
体重の伸び，粗大運動の発達状況などから神経学
的にも正常な発達経過をたどっていると考えられ
ること10），また，フォローアップ調査（1歳6ヵ
月，2歳および3歳時の母親へのアソケート調
査）においても発育および発達上まったく問題が
なかったことから，摂食機能の発達に関する本研
究結果は，日本人乳児の正常な発達パターソであ
ると考えてよいと思われる。
（1）哺乳状況
調査期間中の家庭での授乳方法は，母乳栄養
（10ヵ月以上，主として母乳栄養を継続）7名，
混合栄養5名，人工栄養6名であった。
本調査開始時点ですでに離乳が開始されていた
乳児が6名おり，乳汁擦取を嫌がるためほとんど
観察できなかった乳児が1名おり，また8．5ヵ月
以降に哺乳を行わなくなる乳児がいたため，噂乳
状況の観察人数は4～16名となった（蓑2）。
ほとんどの乳児が下顎の上下運動を伴う哺乳を
行っていたが，2名の乳児には下顎が全く動かな
い吸引主体の運動パターン11）での哺乳を行う時期
が観察された。側頭筋の活動についても，ほとん
どの乳児が側頭筋の活動を伴う哺乳を行っていた
が，3名の乳児には全く側頭筋の活動が認められ
なかった時期があり，特に1名の乳児には哺乳観
察中のほとんどで側頭筋の活動が全く観察されな
かった。
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表2　哺乳時の下顎運動および側頭筋の活動
月齢 （観察人数） ?ｨｧｸ暮:?剔､頭筋の （％） 劍ｨ???8??
（》 ??③ ??② ?"?
5．0（N＝11） 湯? 塔"? 湯?2 
5．5（N＝12） 唐? 塔2?7 唐?5 
6．0（N＝13） ?? ??? ?R?7 
6．5（N＝14） ?? 涛2? 途?3 
7．0（N＝16） ??3 塔?6 ??75 
7．5（N＝16） ??3 塔?13 ??69 
8．0（N＝15） 途?0 都2? ?2?0 
8．5（N＝13） 唐?1 田"?5 ?2?2 
9．0（N＝12） 唐?7 都R? 唐?3 
9．5（N＝8） ??3 塔?0 ?2?8 
10．0（N＝4） ??5 都R? ??00 
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表中の（∋～（卦は，表1の1．哺乳状況1－
1，1－2の各（∋～③を表す。
本研究では，下顎運動および側頭筋の活動を下
顎運動園や筋電図で測定することなく肉眼で判断
していることによる誤差を考慮しても，多くの乳
児が下顎の上下運動および側萌筋の活動を伴う顎
運動主体のパターソ11）で哺乳を行っていたと判断
できる。なお，吸引主体の運動／くクーソの哺乳頻
度が高かった1名の乳児は人工栄養であり，7カ
月までに吸引主体の運動パターソの晴乳を示すこ
とがあったその他2名の乳児は，人工栄養，混合
栄養が各1名だった。すなわち，ヌーク社製の乳
首で晴乳瓶哺青を行う場合に，母乳栄養児では顎
運動主体の吸畷パターソの哺乳を行ったが，人工
栄養および混合栄養の乳児の一部では，側頭筋の
活動および下顎の上下運動を行わない吸引主体の
汲質パターンで哺乳を行った。坂下11）および蜂野
ら12）の報告では，哺乳瓶保育児では吸引主体の哺
乳様式に変化し，そのため阻噂枚能の発達および
口腔形態の発育に悪影響を与えると問題にしてお
り，千木良ら13）は，授乳方法の遣いにより口腔形
態の発育および阻噂磯能の発達には有意な影響が
認められなかったが，櫓下横能については有意差
が認められ人工乳群に飲み込みが下手な乳児が有
意に多いと報告している。本調査の結果，ヌーク
社製乳首を用いた哺乳瓶晴青において顎運動主体
の吸畷パターソの哺乳が行われており，晴乳瓶哺
育児の一部しか吸引主体の哺乳パターソを示さな
かったことから，坂下11）や峰野ら12）の研究におい
て指摘された授乳方法の違いによる阻噂機能の発
達および口腔形態の発育への影響は認められなか
ったと考えられた。しかしながら，吸引主体の哺
乳パターソを行う乳児が人工栄養および混合栄養
の乳児に多く認められることから，晴乳瓶哺育児
の哺乳パターソおよびその阻噛磯能の発達や口腔
形態の発育に留意する必要があり，多数を対象と
する十分な実態把櫨が今後必要であろうと考えら
れた。
（2）乳汁摂取量（哺乳瓶・コップ）
月齢毎の晴乳瓶での哺乳量は5．0～7．0ヵ月およ
び9．0ヵ月時に正規分布を示さなかったので，図
1に各月のメタアソおよび四分位数範囲を示す。
全体的にみると58％の乳児は保育所で準備される
量（前期食200ml，中期食150ml）を全量または
ほとんど摂取していた。しかし，著しく摂取量の
少ない乳児も観察され，最も摂取量の少ない乳児
では，前期食では平均80ml，中期食では平均60
ml摂取するだけで準備される量をいつも半分近
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図2　コップによる乳汁摂取量（平均±標準偏差）
く残し続けており，四分位数範囲の大きさからも
晴乳量における個人差の大きいことが示された。
後期食のコップ（配膳量：100ml）からの月齢
毎の乳汁摂取量はいずれの月齢でも正規分布を示
したので，ほとんどの乳児がコップからの乳汁摂
取を開始した9．0ヵ月以降について各月齢の平均
および標準偏差を図2に示す。対象保育所では介
助でコップから上手に液体摂取ができるようにな
ると，自分でコップを持って飲む練習を始めてお
り，その場合，介助で摂取する場合よりこぼした
り，自分で飲みたがらなかったりして摂取量が減
じる乳児が観察されたため，月齢が高くなるにし
たがって乳汁摂取量が増加するという結果は得ら
れなかった。また，コップからの乳汁摂取量も，
最も多い乳児は平均81ml，最も少ない乳児は平
均24mlと，晴乳瓶からの哺乳量と同様，個人差
が大きいことが示された。
（3）食欲の発達
食欲（離乳食を喜んで食べているか）の結果を
図3に示す。離乳食導入初期の5．0～6．0ヵ月には
離乳食に抵抗を示す乳児が観察されたため，食欲
がない（離乳食を喜んで食べていない）乳児が比
較的多い結果となったが，6．5ヵ月以降は食欲が
ない乳児の割合は26％以下に減少し，食欲がある
乳児の割合が65％以上で最も多かった。食欲にむ
らがある（観察期間中に，離乳食を喜んで食べる
日と食べない日が混在）乳児は，離乳開始1ヵ月
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図3　食欲
後から観察され，一度でも観察された乳児は53％
に連したが，その頻度は各月22％以下で，特定の
時期に食欲にむらがある乳児が多いなどの儀向は
認められなかった。図表には示していないが対象
別に食欲の発達の特徴をまとめると，観察期間中
いつも食欲があった乳児は4名，80％以上の期間
に食欲があった乳児が5名，50～70％は食欲があ
った乳児が6名で，その他の4名は食欲がないま
たはむらがある頻度の方が食欲がある頻度より多
かった。特に1名の乳児は食欲があると判断され
た時期が観察期間中20％しかなく，また，その乳
児の哺乳量が最も少なかった。しかしながら，い
ずれの時期もこの乳児のBMIは15以上10）を示し，
後のフォローアップ調査において，一人での歩行
が可能になった前後から活動量が増加したためか
食事量が増加し，いつも食欲がある状態に変化し
た。よって，これらの結果から，乳児の個性に合
わせて食事に留意しながらも無理を強いることな
く，食欲が増加するような環境作りを心がけるこ
とが重要であると思われた。
（4）摂取量
配膳量に対する摂取量を調べた結果，図4に示
すとおり全量食べる乳児が半数以上認められたの
は，前期食後半の6．5ヵ月と7．0ヵ月および中期食
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図4　配膳畳に対する摂食畳
後半の8．5ヵ月と9．0ヵ月で，後期食が与えられて
いる10．0ヵ月以降では全量食べられる乳児が18％
以下と少なかった。ほぼ全量および2／3食べられ
る乳児は，月齢が高くなるにつれてその割合が増
加傾向を示した。1／2量しか食べられない乳児は，
前期食や中期食，後期食の試行開始月齢において
1～4名の乳児に観察された。1／3以下しか食べ
られなかった乳児は，離乳食試行開始初期には
24～40％に観察されたがその後は観察されても各
時期1名以下だった。図表には示していないが対
象別に摂取量の発達の特徴をまとめると，観察期
間中80％以上は全量またははぼ全量を食べていた
乳児が8名（42％），60～80％は全量またはほぼ
全量を食べていた乳児が4名（21％），40％以下
しか全量またははぼ全量を食べることができなか
った乳児が7名（37％）で，特に3名（16％）の
乳児は観察期間中の40％以上で配膳量の半分以下
しか食べることができなかった。乳汁摂取量と同
様，離乳食摂取量の個人差も著しい状況が示され
た。
ついで先行研究4）を参考にした総摂取量の結果
を図5に示す。離乳開始時にはいずれの乳児も5
さじ以下または6－10さじの板取量であったが，
離乳開始0．5ヵ月後には約6割が子ども茶碗の半
分量以上を食べられるように変化し，7ヵ月まで
は枚とんどの乳児が子ども茶碗に半分以上を食べ
た。7．5ヵ月には，全ての乳児が子ども茶碗に半
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図5　総摂取量
分以上を食べられるようになり，8．0ヵ月以降は
子ども茶碗に1杯位を食べる乳児が最も多くなり，
10．0ヵ月以降には全ての乳児が子ども茶碗に1杯
以上を食べられるようになった。二木は離乳食の
量の予想標準指数を，5カ月：1，6ヵ月：2，
7～8ヵ月：3，9～12ヵ月：4と提案している
が，本調査結果と比較すると，一部の二木の提案
億は月齢の割に摂食量が少な目であると考えられ，
本調査結果からは，5カ月：1～2，6～7カ
月：3，8－12ヵ月：4の方が適当ではないかと
思われた。離乳食の摂食量について，調査対象数
を増やした実態把姪が今後，必要であろうと考え
られた。
（5）摂食時間
摂食時間について平均値±標準偏差を図6に示
す。なお，図6に示す後期食の摂食時間は午前食
の摂食時間とした。摂食時間は全体的には増加傾
向を示し，その平均値から離乳開始直後の5．0ヵ
月では5分前後，前期食が与えられる5．5～7．0ヵ
月では10～15分，中期食が与えられる7．5～9．0ヵ
月では20分前後，9．5ヵ月以降の後期食では25分
前後かかって離乳食を食べている様子，すなわち
離乳が進むにつれて乳児が食事に集中できる時間
が長くなる様子が明らかとなった。なお，摂食時
間の個人差は大きく，食事時間が短い乳児と長い
乳児の哺乳および摂食枚能の発達
（％）（分）
35
30
25
20
15
10
5
0
＿十㌦豆・いミJ・早一七一十弐・工∴－i一
月齢（観察人数）
図6　摂食時間（平均±標準偏差）
乳児とでは，同一月齢であっても10分前後摂食時
間が異なることが多かった。後期食のおやつの摂
食時間は，午前食の摂食時間よりやや短めで，
9．5カ月以降12．0ヵ月まであまり変化はなく平均
22～24分（±3～5分）であった。
（6）手づかみ食べ
手づかみ食べの発達の結果を図7に示す。4名
（21％）の乳児には，手づかみ食べを嫌がる時期
が観察されたが，その他の乳児は特に抵抗なく手
づかみ食べを開始した。手づかみ食べを嫌がった
4名の乳児のうち3名は，0．5～1．0ヵ月の内に手
づかみ食べを嫌がらなくなり，その他の1名は，
手づかみ食べを嫌がり続けたが，その乳児も10．5
ヵ月には自分の手で食べるようになった。
自分の手で食物を振りロへ運ぶ動きは6．5ヵ月
から1名の乳児に観察され，8．0ヵ月には63％の
乳児が一部の食物に対して手で口へ運び口の中へ
入れることができた。9．0ヵ月には89％が自分の
手で食物を撞り口へ運ぶことが可能となった。
10．0ヵ月には一部の食物に対して手で口へ運び口
の中へ入れることができる乳児が50％と最も多く，
食事のほとんどを自分で口に運び摂取できる乳児
が17％観察され始めた。10．5ヵ月には94％の乳児
が食事の3分の1以上をロへ運ぶようになり，口
の中にはいる量は月齢が高くなるにしたがい増加
する様子が認められた。11．5ヵ月には食事の全部
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図7　手づかみ食べの発達
◆　未試行，◇　食事の全部を介助で口に運
んで食べさせてもらう，▲　食事のほとんどを
介助でロに運んでもらう。一部，手に持ちやす
い食物は自分で口へ運ぶが，わずかしか口の中
に入らない，△　食事のほとんどを介助で口に
運んでもらうが，一部，手に持ちやすい食物は
自分で口へ運び口の中へ入れることができる，
｛　食事の1／3～半分は自分で口に運ぶが，一
部の食物しか口の中へ入れることができない，
□　食事の半分～ほとんどを自分で口に運ぶが，
1／3～半分は介助で口の中へ入れてもらう，●
食事のほとんどを自分で口に運ぶが，一部は介
助で口の中へ入れてもらう，○　食事の全部を
自分で口に運び，口の中へ入れることができる
を自分で口に運び，口の中に入れる乳児も1名観
察され始め，12．0ヵ月には77％の乳児が食事のほ
とんどまたは全部を自分でロに運び口の中へ入れ
ることができるようになった。
離乳後期には自分でも食べたいという気持ちが
育ってくる14）が，この時期にはスプーソを使わせ
てもうまく使えないため，介護者がスプーソで与
える食事が中心になりがちである。しかしながら，
こぼしたり汚すことを介助者が過度に気忙しなけ
れば，手づかみによって食事の大半を自分で食べ
られるようになることが示された。また，手づか
み食べの際の，手や指先の動きおよび手と口の協
調の経験の積み重ねは，食具（フォーク，スプー
ソ，箸など）導入の前段階として重要であると考
98 中澤弥子
えられる。よって，以上の結果から，中期食後半
～後期食には手で食べる食品を一部導入し，乳児
の能力に合わせながらもなるべく自分の手で食べ
るように介助し，自分で食べたい気持ちを育てる
ことが重要であることが示唆された。
Ⅳ．要　約
東京都内の保育所乳児19名（男児8名，女児11
名）を対象とする，離乳開始時から満1歳の間の
約2週間間隔の晴乳および食事場面の継続観察の
結果，以下の結果を得た。
1．多くの乳児が下顎の上下運動および側頭筋
の活動を伴う哺乳を行っていたが，一部の乳児に
は下顎運動および側頭筋の活動がみられない吸引
主体の運動パターソでの晴乳を行う時期が観察さ
れた。
2．時乳瓶による乳汁摂取量には個人差が著し
く，58％は保育所で準備される量を全量またはほ
とんど摂取していたが，いつも半分近く残してい
る乳児も観察された。コップでの乳汁摂取量の個
人差も著しく大きかった。
3．食欲については，離乳食に慣れた6．5ヵ月
以降は食欲がある（離乳食を喜んで食べている）
乳児が65％以上に認められた。
4．離乳食の摂取量は個人差が著しく，配膳量
を観察期間中80％以上で全量またはほぼ全量食べ
る乳児が42％いる一方，観察期間中40％以上で半
分以下しか食べることができなかった乳児が16％
観察された。
5．平均摂食時間は，離乳開始直後では5分前
後，前期食（5．5～7．0ヵ月）では10－15分，中期
食（7．5～9．0ヵ月）では20分前後，後期食（9．5
カ月以降）では25分前後だった。摂食時間の個人
差は大きく，食事時間が短い乳児と長い乳児とで
は，同一月齢であっても約10分の違いがあった。
6．月齢が高くなるにつれ，自分で口に食物を
運ぶ頻度も量も増加し，口に入る量も多くなった。
手づかみ食べを嫌がる乳児も観察されたが，10．5
カ月には乳児全員が自分で食物をロへ運び，口の
中へ入れることができるようになり，12．0ヵ月に
は77％の乳児が食事のほとんどまたは全部を自分
でロに運びロの中へ入れることが可能となった。
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